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　近年，幼児教育の充実とともに幼児期の栄養摂取につ
いての関心がとみに高まり1）即4），その現われとして脳の
発育と栄養の関係が幼児栄養研究の重要課題の一つとし
て提起され5）6），また人類の福祉の一環として早期より
のダイナミックな栄養教育の必要性が強調され7）始あて
いる。著者は幼児期における栄養指導の指針を求むぺ
く，幼児の栄養摂取に関する系統的研究を企図した。そ
の一端として，昭和41年～45年にかけて新潟県下の農
村および漁村における幼児の食餌摂取状況について，通
年にわたる実態調査を試みた。とくに，農…村では，農業
をとりまく自然的，社会的，経済的立地条件によりその
生活水準は多様であるので，農業経済地帯別分類8）に従、
い，山村，農山村，平地農村，都市近郊農村の4地区に
分けて調査した。これら対象5地区における四季の各調
査成績を比較検討するに際して，各栄養素は相互に関連
し，補足し合って人体を滋養していることから，総体的
な栄養状態を診断する一つの試みとして，今日最も妥当
性があるとみなされる比較基準と、してのわが国の栄養所
要量パターンに対する類似性の解析法にょってみた。す
なわち，田村ら9）の「数値群パターン解析法」を，これ
ら5地区の食糧構成パターンおよび摂取栄養パターンに
適用してパターン類似率，減数類似率などを求あ比較し
た成績である。　　　・　　　　　r・　　…パ¶
栄養と食糧
　　　　　　　　　研　究　方　法
　　1．対象地区の概況
　　対象地区の概況10）と所在地はそれぞれ表1に示したと
　おりである。
　　2．調査対象
　　上記5地区の農業あるいは漁業世帯の3～6歳までの
　健康な幼児（表2）を対象とした。なお，幼児のいる世
　丁帯が限られているため，ほとんとの地区で悉皆調査とし
　たが，推計学的な検討を試みるに十分な被検者数を確保
　することが困難であったことを付記しておく。
　　3．調査時期および期間
　　昭和41年～45年にかけての，それぞれ四季の各連続
　した3日間（通年12日間）である（表2）。
　　4．調査内容および調査方法
　　1）　食餌摂取状況調査　国民栄養調査に準じ，個人別
　秤量方式によった。摂取栄養量は三訂日本食品成分表の
’成分値より算出した。これによって得られた成績の比較
　・基準には，昭和45年を目途とする年齢別性別栄養所要量
　ならびに昭和50年を目途とする年齢別食糧構成11）を適
怠用した。なお「数値群パターン解析法」による計算は田
　村ら9）に従って行なった。
一　’2）体位測定ご身長，体重を測定し，昭和45年の日
町表1．調一査対⊃象地t区の概況
山 村
調査対象地区　　中頸城郡
　　ざ”・．　　吉川町尾神
農　山　村 平地農村 都市近郊農村 漁 村
三島郡越路町東谷．長岡市王番田町・・新潟市海老ケ瀬　　新潟市松浜町
概、
　　標高400mの山腹標高70mより・200・典型的な永稲単作外国道7号線に面阿賀野川の河口に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開けた町で，交通に位する起伏の多・mに至る南北3km　地。人口919人，∴し，交通至便。世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世帯数162戸，“農’・帯数’170戸，農家・至便。総世帯i数のい2級僻地。人口　の傾斜地。農家数
　　300人，農家数55129戸，平均耕作　家数142戸，一平均．数47戸，平均耕作　6．6％に当たる況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140世帯が漁業を戸，非農家数4戸面積田1．Oha，、畑耕作面積田116ha、面積田1・26　ha，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑30a。農業の機　営む。専業46％，平均耕作面積田50 10a。積雪量は信畑8a。収量は県
　　a6畑10a。有数　越線沿線で最も多’平均を上まわり，’械化が進み，農家’兼業54％。漁船の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規模は平均1．92t。の豪雪地。 い。 　　　　　農家所得は潤沢。　所得は潤沢。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活上の便利さは
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竺照和41年度新潟県農業統計による
　　　　　　　　　　　　　　　表2．調査対象および調査時期
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＊人体位の年齢別性別目標値と対比した。
　3）　体力測定　平衡力（棒上片足立ち），筋持久力（体
支持持続時間），．瞬発性（立幅とび），および調整力（両
足迎続とびこし）の4種目について実施した。その評価
は新潟県教育委員会による幼児運動能力基準12）に従い，
3点を中位とする5段階法によって行ない，各種目の点
数を加算した総点を測定種目数で除して平均点を算出し
た。　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　二
　　　　　　　　結果および考察
　1．摂取食品の構成とその比較
　被検児の食品群別摂取状況は表3た示すとおりであ
り，季節変動ならびに地区別格差の多様であることが知
られる。この表の12種の食品群別の数値が食糧構成パ
ターンを構成しているものと考えて，基準パターソとの
間のパターン類似率を算出したところ，その成績は0．797
～0．957の範囲にあったら：基準パターンにもっともよく
似ているのは漁村の春のパターンであり，ついで漁村の
夏，秋，冬の順に類似しており，漁村¢）類似率は四季を
、通して他の農村4地区を凌駕していた。逆に基準パター
ンにもっとも似ていないのは，農山村のパターンであっ
た。　　　　　　　　’　づ’
椛基準パターンと噸似性を低め繧因となって一
いるのはどの食品群であるかを知るために，減数類似率
を算定した。減数類似率順位の高い食品群はその摂取に
ついてとくに留意する必要があり，反対に順位の低い食
品群については等閑に付しておいてもさして栄養指導上
問題にならない性質のものである。さて，基準パターン
との類似率を彰く嗣ている第一要因は・漁村では魚
介類の多量摂取であり，農村4地区ではいずれも乳類の
不足であった。ついで不足しているもので第2・第3の
要因としてあげられるのは，漁村では緑黄色野菜であ
り，農村4地区ではいずれも肉類についで油脂類，二緑黄
色野菜であるご一方，われわれの日常の基本食糧である
穀類は5地区とも要因の11位ないし12位の最下位にあ
り，また，淡色野菜，果実類，いも類などは減数類似率順
位が低いか，あ1るいは基準量を凌駕していて順位が高い
場合であって，：これら4種の食品群の摂取についてはあ
まり間題がながった。なお，1動物性食品の摂取について
は，農村4地区でほ魚介類のふが基準量より多く，しか
もその滅数類似率順位はほぼ中位にあり，また卵類は基
準量より少ないが，・自給されていてその順位は漁村にく
らぺ低位にあった。ここで注目すべきは，漁村において
乳類が基準丑をほぼみたしていて，要因の最下位にある
ことである。この漁村幼児は保育所給食でミルクを給与
され，さらに家庭で1日1本以上の牛乳を飲用している
ためであるが，山村や農山村幼児が地理的に牛乳飲用め
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恩恵に浴することができないのとは，あまりにも対照的
な成績であった。
　次に，食糧構成パターンについて各地区相互のパター
ン類似率を算定したところ，その成績は0．600～0．989
の範囲にあり，もっともパターンが似ているのは平地農
村の夏と都市近郊農村の秋であり，逆にもっとも似てい
ないのは農山村の春と漁村の春であった。概して農村4
地区間はそれぞれ似ているといえるが，農村と漁村との
間の類似率はいずれも低く，両地区間の食糧構成はあま
り似ていないといえよう。
　2．　摂取栄養量の分析とその比較
　被検児の摂取栄養量を四季別にまとめたのが表4であ
る。これを所要量に対比して充足率を求め，表5に示し
た。ここでも栄養摂取上の地域差，季節変動および個人
差の多様なことが確認された。充足率はおおむね夏に低
く，秋において高◎傾向を示しそいるが，動物性たん白
質のみは農村4地区とも冬におし・て最低め充足率（40～
60％）であった。これは積雪による食糧流通事情の悪化
とも関連があり，とくに山村は冬季間陸の孤島と化すた
め，調査に訪れた5日間動物性食品摂取皆無の幼児が2
名いた。また∫標準偏差に示されるごとく，熱量摂取上
の個人差は概して小さく，一方微量栄養素摂取上の個人
．差は比較的大であるといえよう。
　次に，栄養所要量に対する摂取栄養充足率のパターソ
類似率は；’0．954三〇．984の範囲にあり，対象5地区の
栄養充足率はパターンでみるかぎり，栄養所要量パター
ンにおおむね似ているといえよう。これらをさらに詳細
に検討するならば，基準とする栄養所要量で¶ターンにも
っとも似ているのは山村および農山村の秋めパターンで
あり，反対にもっとも似ていないのは山村の夏のパター
ソでφった。向一地区のパターンが秋は第1位，夏は第
20位（対象5地区の各四季で計20区）となり，山村に
おける幼児栄養の季節変動を示している。’漁村のパター
ンは対象20区中第13～17位にあり，類似率は農村のパ
ターンにくらべてやや低いほうであった。
　さて，減数類似率についてみると，栄養所要量とのパ
ターソの違いの第三要因がV・Aの摂取不足にあるもの
10区（50％），V．Cの摂取過多にあるもの4区（20％），
動物性たん白質の不足にあるもの，鉄の過多にあるもの
各2区（1g％），脂肪の過多，　V：B1の不足にあるもの各
1区（5％）であった。漁村においてはV・Aの不足が
通年第一要因となっており，っいでV．B1，　V．Cの不足，
動物性たん白質の過多が第二，第三の要因となってい
る。農村4地区ではビタミン類の不足とともに動物性た
ん白質の不足が要因の上位にあった。要するに，ビタミ
ンAを初めとするビタミン類の摂取不足が，農・山・漁
村における幼児栄養の最大の問題点であることが浮き彫
お
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表5．摂取栄養量の昭和45年を目途とする年齢別・性別栄養所要量に対する充足率（％）
山村の充足率 農山村の充足率 平地農村の充足率 都市近郊農村の充足率 漁村の充足率
低い場合1　・高い場合 低い場合　　　高い場合 低い揚合 高い場合 低い場合　　　高い場合 低い場合　　　高い場合
熱；・　’量！
た　ん　白　質
動物性だん白質∴
脂　・　肪。
カルシ、ウ　ム
　　　鉄
ビタミ‘ンA一
ビ　タ　ミ　ンBゴ，
ビタ．ミ　ンB2
ビタ　ミ　ンC
（夏プ76±3ゴ（秋）io5±21
（夏）75±32（秋）106±24
　　　　　　（萩）70±乏9（冬）；46±26
（夏）84±38　（春）112±39
（夏）69±22、（秋）95±35
（冬）92±36　（春）133±21
（夏）128±15vi秋）83±35
（夏）45±471（秋）71±22
（夏）55±21　（秋）71±26
（夏）．55±37　（冬）124±39
（冬）、13±9　（夏）16±19
’（夏）83±21　（冬）fo3±19－（春）b4±25
　（夏）82±34　（春）103±15　（夏）92±16
　（冬）55±28　（秋）77±35　（冬）58±30
　（夏）90±35　（春）126±41　（夏）112±33
，（夏）67±35、（春）105±37　（春）80±5q
優）97±63（春）145±61（夏）100±33
　（夏）42±19”（秋）85±44　（冬）53±24
・（冬）54±15　（秋）75±26　s（夏）60±12
　（冬）57±20　（秋）85±46　（春）63±36
、（夏）79±52、’（秋）106±50　（夏）75±22
　（夏）8±7　（冬）17±16　・（春）6±5
（冬）111±10　（冬）85±23　（秋）99±24
（冬）98±11　、（冬）84±25　（秋）101±35
（秋）74±22　（冬）60±31て秋）77±27
（秋）149±21　（夏）89±41f春）122±45
（秋）118±43　（春）67±44　（冬）80±27
（秋）126±39　（夏）93±37　（秋）135±94
（秋）79±35♪（冬）47±29　（春）70±29
（冬）77±28　（夏）74±18　（春）82±46‘
（秋）95±28　（春）87±61　（秋）109±60
（秋）156±41　（春）126±71　（秋）144±43
（秋）15±14　（夏）11±8　（春）18±15
（夏）91±25　（秋）103±16
（春）117±36　（冬）151±34．
（夏）131±50　（秋）190±87
（春）95±43　（夏）149±84
（夏）125±50　（冬）145‡37
（冬）118±23　（秋）143±45
k春）42±23　（冬）62呈26
（春）57±121（冬）75±32
（春）89±19　（秋）106±41
（夏）67±35、（冬）“92±62
（春）16±8・（夏）37±19
表｝6∴たん：白栄㌧養直の’評価
・　山 村 農　　山　　村 平　地　農　村 都市近郊農村 漁 村
動物性たん白質比（％）　24　（冬）～37：（夏） 27　（冬）～39　（秋） 訂　（冬）～40　（秋） 33　（冬）～39　（秋） 52　（夏）～70　（秋）
79i（S~））～日7（≦弄）・ 81i（Sﾄ））～84（4ξ） 77　（S）～87　（S）
　（冬）　　（秋）
78i（Sﾄ））～86i霧P）
　　　価
本　1966）
乳　　価
本　1966）
乳　　価
本　1966）
r3（（S夏）・）～72齢）
74（Try）～85（Leu）
　（夏）　　（冬）
73（Leu）～84（Try）
　（秋）　　（夏）
70　（S）～76　（S）
　（冬）　　（夏）
82（Leu）～87（Leu）
　（冬）　　（秋）
74（Leu）～83（Leu）
　（冬）　　（春）
71　（S）～74　（S）
　（春）　　（冬）
86（Leu）～89（Try）
　（秋）　　（春）
78（Leu）～83（Leu）
　（秋）　　（春）
64　（S）～72　（S）
　（夏）　　（秋）
83（Try）～90（Leu）
　（夏）　　（春）
77　（Lys）～86　（Lys）
　（秋）　　（審）
67　（S）～　72（S）
　（夏）　　（秋）
80（Try）～87（Leu）
　（冬）　　　（夏）
89　（Lys）～92（Leu）
　（夏）　　（春）
．E／丁比 ．　　　2．444　～　2．614　　（春）　　（夏）
2．411　～　2．495
（冬）　　（夏）
2．436　～　2．502
（夏）　　（春）
2．324　～　2．794
（春）　　（夏）
2．483　～　2．616
（春）　　（冬）
（）：第一一制限アミノ酸　　S：含硫アミノ酸
お
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りにされた。しかしながら，いずれの地区においても熱
丑と総たん白質は要因の下位にあり，脂肪，鉄，Caも
比較的要因の下位に分布していた。
　次に，摂取栄養充足率パターンについて，各地区相互
のパターソ類似率を算定したところ，その成績は0．817
～0・996の範囲にあって，農村4地区間はそれぞれおお
むね類似しており，また農村と漁村との間の類似率も若
干低い傾向を示すものの，各地区相互の食糧構成パター
ン類似率（0．600～0．989）’ほどの差違は認められなかっ
た。これは各食糧構成パターソの特徴はそのままパター
ン類似率の差違をもたらすこととなるが，・各食品の成分
値より算定される摂取栄養パタrン1『｝も．この食糧構成
パターソの特徴が平準化ざれてあらわれてぐるためと考
えられる。
　3．　たん白質栄養の評価　　亨　　＾一∵
　たん白質栄養に関してぽ量的には考5た示すように，
漁村幼児のみが通年充足されており，その充足率は117
～151％と高値を示したが，他の農村4地区は75～106
％の充足率であったポまた，・動物性たん白質の充足率は
漁村幼児において131～190％と高く，山村では46～70
％，他の農村3地区では55～77％といずれも低値であ
った。次に質的評価は表6に示すように，働物性たん白
197
は低く，一定の傾向を見いだすごとはできなかった。
　以上，農〔山・漁村における幼児栄養の特色は，たん
白質摂取において地域差および季節変動が顕著であり，
一方V．Aを初めとするビタミン摂取についての欠陥が
各地区に共通していることである。すなわち，漁村幼児
においては魚介類の多量摂取および家庭や保育所給食に
おける牛乳の飲用により，．たん白質摂取が量的にはなは
だすぐれ，通年所要量をはるかに凌駕しており，他方農
村幼児においては乳類の不足についで肉類の不足が認め
られ，・ことに積雪期の動物性食品の入手難は冬季の栄養
低位の一因どなっており，たん白質摂取に関しては量的
にも質的にも改善の余地が多分に残されている。また，，
ビタミン摂取に関しては農・山・漁村幼児に共通して緑
黄色野菜の不足が認められ，漁村における魚介類の多量
摂取もビタミソの補給にはあまり寄与しておらず，被検
児らのV．A摂取不足をもたらすなど，総じてビタミソ
栄養ほ相対的低位にあり，経済社会上の立地条件に結び
うく1食料入手の難易にあまりかかわりないことを示唆
するように思われた。　　　　・　　．
’近年；わが国の生活水準の上昇に伴い，栄養改善もか
なりの成果をあげているが13），個々の家庭のそれはいま
だしの感が強く，とくに簡便さを欲するあまり微量栄養
質比においては農村でぽ冬に低く秋におおむね目標値に～一素の不足を招きやすい食習慣へ移行しつつあり，このバ
迫っているが，漁村では通年著しく高値を示した。しか
しながら，たん白価ならびに化学価においては漁村のみ
がとくに秀でてはおらず，5地区がほぼ平均した成績で
あった。これは漁村のたん白源がおもにたん白価45～
80の魚介類，穀類，乳類にその大半を負うており，た
ん白価の高い卵や肉類の少ないことに原因しているもの
と思われる。
　4．　体位・体力評価と栄養状態
　表7に示すように，調査年度に多少のずれがあるが，
身長，体重ともに山村および農山村は他の3地区に比し
若干劣っていた。体力については地域的な格差は認めら
れず，いずれも中位の成績であった。次に体位・体力と
栄i芭摂取状況との相関性を求めたところ，その相関係数
表7．被検幼児の体位・体力評価
体位の目標値に対する比率　　（％） 体力評価（3．0を中位とする）
ランスを欠いた世帯の栄養状態がそのまま発育期の幼児
栄養に反映している14）。さらに農家，漁家の主婦労働は
農作業あるいは漁業中心的で，家事，育児に費やす時間
が少なく，加えて幼児栄養の重要性への認識も比較的薄
いなど，今のところ個々の家庭の自主的な努力への期待
には限界があるように思われ，幼児期における直接的栄
養指導の必要性を示している。すなわち，栄養管理のゆ
きとどいた給食を給与することの意義は再認識されるべ
きであり，食糧の流通性が障害となっている山村および
農山村幼児らこそ，この恩恵に浴せられるよう念願する
しだいである。
　なお，今回試みた数値群パターン解析法は，栄養状態
を比較基準パターンに対比しつつ総体的なバランスの良
否や，バランスを欠く要因などを数量的に把握すること
ができ，栄養調査成績の判定方法に一つの示唆を与える
ものと考える。
身　長 体　重 要 約
山　　　・村
農　山　村
都市近郊農村
漁　　　　村
98±2．9
98±3．1
103±4．4
105±3．4
103±4．2
96±7．4
96±12．2
107±11．8
110±6．0
101±7．0
3．0±0．81
3．0±0．82
3．3±0．47
3．1±0．32
3．1±0．13
　幼児の栄養摂取に関する系統的研究の一端として，41
年～45年にかけて新潟県下の農村（農業経済地帯別分
類による4地区一山村，農山村，平地農村，都市近郊
農村）および漁村における幼児の食餌摂取状況について
検討すべく，3～6歳児を対象とし，四季の連続した3
日間（通年12日間）の食餌摂取量を個人別に秤量した。
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得られた成績は昭和45年目標値と対比しY．：さらに5地
区における食糧構成パターンおよび摂取栄養パターンに
ついて，数値群パターン解析法を適用して，以下の結果
を得た。　’．
　1）、食糧構成および摂取栄養パターンには，経済社会
的立地条件に結びついて地域差，季節変動が認められ，
秋季の栄養が相対的にすぐれ，夏季の栄養が低位にあっ
た。　　　｝
　2）食糧構成パターンにおいて，基準値にもっともよ
、く似ているのは漁村のパターン（0．957）であり∫もっと
も似ていないのは農山村のパターン（0．797）であった。
また，基準値との類似を低めている第一要因は，漁村で
ψま魚介類の多量摂取であり，農村4地区では乳類の不足
であった。
∵3）摂取栄養パターンの栄養所要量との類似率は山村
く秋）が最上位（0．984），山村（夏）が最下位（α954）
であり，漁村ρパタ「ン類似率はα956〔σg61であっ
た。漁村は動物性たん白質，脂肪；Caおよび鉄の過量
摂取が類似率を低あていた。　　　二・
　4）VAをはじめとするビタミン類の摂取不足が農・
山・漁村幼児に共通して認められた。一
　　　　　　　　　　　　　　’・二・，：
終わり．に臨み，一本研究に際して終始ご懇篤なご指導と
・栄養と食糧
ご校閲を賜わりました，本学の塚原叡教授に厚くお礼申
し上げます。．
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